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NTT-ATは、以前から海外にも
拠点を置き、ビジネスを展開してき
た（図１）。その中で、最も歴史が
古い拠点は米国支店で既に設置から
20年ほどが経過している。米国で
は、ロングセラー商品である光コネ
クタクリーナーを始めとする光関連
商材商品販売が順調に推移してい
る。現在はナノ関連商材やソリュー
ション系の展開に注力している。
米国支店に続いて設置した拠点は
上海駐在事務所で、設置から約 10
数年が経過した。製造メーカー向け
の商品販売の提供が多いが、近年の
研究開発への投資増大に連れて特に
先端技術関連のビジネスも堅調な兆
しを見せている。
次いで 2019年 10月に設置され

たシンガポール支店では、今後東南
アジア領域をカバーする営業拠点とし
て、ビジネスのさらなる拡大を狙う方
針だ。東南アジアには高温多湿な国
が多いことから、インフラ設備の寿命
を延ばす耐候商材について販売計画
を推進している（本特集④章参照）。
一方、欧州や南米に対しては契約

エージェントを通して販路開拓を実施
している。特に欧州は文化に対する価
値観が日本に近似している部分もあ
り、技術による付加価値に評価を得ら
れる可能性が高いとして、今後欧州に
も支店を設置することも検討している。

2023年 10月、NTT-ATは 4箇
所目の海外拠点となるオーストラリ
ア支店を新設した。広大な国土を持
つオーストラリアは、世界各国の優
良企業がビジネスを展開しているこ
とに加え、大学や研究機関も多く、
スマートシティ構想も進んでいる。
また、資源国と消費国の両面を持ち
併せるだけに、カーボンニュートラ

ルに向けての意識も高いことから、
NTT-ATの先端技術や商材が貢献
できる可能性は高い。
今後は、オーストラリア国内に限定

せず、オセアニア全域へのビジネス展
開の足掛かりとしても、現地と深いコ
ミュニケーションを築いていく考えだ。

NTTアドバンステクノロジ株式会社（以下、NTT-AT）はNTT研究所の研究成果のテクノロジーをプロダクトアウトするこ
とをミッションの一つとしている。本稿では、かねてからの海外拠点に加え新たにオーストラリア支店を設け、グローバル
ビジネス拡大を狙う同社の取り組みについて紹介する。

2 海外拠点での取り組み

海外拠点を拡大し
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図 1　海外拠点
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オーストラリアに支店を新設
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グリーン＆プロダクト・イノベーショ
ン事業本部では、光、環境、ナノテ
クノロジーをコア領域として、図２のよ
うなプロダクトとサービスを扱ってい
る。本特集では、グローバル展開を
狙う商材や環境商材の他、スマートデ
バイス&マテリアル事業部の高屈指
率樹脂（⑤章）、社内インキュベーショ
ンから生まれたValue Co-creation事
業本部の煌めきディスプレイ（⑥章）、
同じく社内インキュベーションから生ま
れたスマートコミュニティ事業本部の水
素燃料電池（⑦章）についても紹介
する。

NTT-ATは多くの先端技術を開発

提供しているが、その技術を国内に
とどめずに積極的にグローバル展開
することをめざしている。海外に技術
をアピールすると、想定外の化学反
応が生まれることがある。NTT-AT
の技術を海外に輸出し、海外でプロ
ダクト化し、そのプロダクトを日本で
さらに醸成する…。そうしたサイクル
を回すことで新しい世界が開けるの
ではないだろうか？NTT-ATはそうし
た可能性も視野に入れながらビジネ
スを推進する考えだ。

NTT-ATは今後も NTTグローバ
ル各社と連携を取りながらビジネス
を拡大していく方針だ。
「例えば、NTT-AT米国支店は

NTTグループが入居しているビルに
拠点を構えています。情報交換を密

に取りながら連携を深めて、それぞれ
の国に対して効果的なアプローチをと
ることがグローバルビジネスを成功さ
せるカギになると思います」（渡邉氏）。
グローバル拠点を拡大するにあた

り、人財についてはどのように考え
ているのだろうか。この問いに対し、
渡邉氏は次のように語る。「我々が
真に求めるのは、現地スタッフと共
にそれぞれの地域の文化や商習慣
等を理解するグローバルなマインドを
持った人財です。現地では、エージェ
ント・商社を含め我々の商材の魅力
を広めようとしてくれる仲間が多くい
ますが、今後もこうしたパートナーを
増やしていきたいと考えています。」
歴史と実績とノウハウを併せ持つ

NTT-ATのプロダクトやサービス
は世界的に高い評価を得ている。同
社の今後のグローバル展開に大きな
期待が寄せられている。

環
境
分
野

コア技術

光
分
野

ナノテクノロジ分野

環境／安全関連

ナノテクノロジ

技術移転

電力管理ソリューション
電力モニタリングシステム

高精度小型電力計「ワットアワーメーター」
環境サービス

環境マネジメントシステム支援
環境教育研修

ライフサイクルアセスメント（LCA）
カーボンフットプリント導入支援
CSR報告書、環境報告書作成支援

環境材料
超はっ水材料
防錆粉体塗料

高反射率遮熱塗料
調湿材

光コネクタ製造関連製品
光コネクタ研磨機・消耗品
光コネクタクリーナ
光コネクタ用検査・測定器
光通信部品・機器
光スイッチ装置
セラミックマイクロヒーター
光材料関連製品・サービス
光学接着剤、波長板
光学特性評価サービス

光通信／光デバイス

0.3μｍ

分析・センシング関連
超はっ水材料

半導体プロセスサービス

エピタキシャルウエハ

反射防止用パタン

多層膜極端紫外線X線ミラー

光コネクタ技術
エポキシ樹脂光導波路作製技術

材料分析技術
光・電子デバイス結晶製造技術

各種測定器開発技術
半導体プロセス技術

超精密機構技術
微細加工技術
薄膜形成技術

材料分析サービス

センシング関連製品
ファインピッチ４探針抵抗測定装置
AFM高さ校正用標準試料

SPR（表面プラズモン共鳴）測定装置
      超高感度電気化学分析用電極

AFM高さ校正用標準試料

粉体塗料SAPOE
光スイッチ

NSWシリーズ

SPR測定装置

長寿命研磨フィルム
ADSシリーズ

光コネクタ
汎用研磨機

環境･安全コンサルティング技術
環境負荷評価技術
機能塗料・材料技術
環境デバイス技術

光コネクタ製造・検査技術
光学材料設計・製造技術
ネットワーク用光SW技術

光コネクタクリーナ（左から）
OPTIPOP、CLETOP、NEOCLEAN-E

ＭＥＭＳ
MEMS加速度センサ
STP用転写成膜装置
半導体プロセスサービス
-GaAs,InP,Si,LNプロセス-
化合物系電子デバイス
光デバイス研究試作
薄膜形成／微細加工
エピタキシャルウエハ
GaN系エピ
薄膜形成製品
薄膜形成・加工サービス
微細加工製品
ナノインプリントモールド
光学部品
回折格子、ホログラム
KTN
X線光学部品
FZP、メンブレン、多層膜ミラー
センサ類
血流センサ、流量センサ

 SIMS、XPS、EPMA、AES表面分析
TXRF、ICP-MS／Siウエハ洗浄評価／微量分析
FIB加工とTEM観察／TEM-EDS微小部元素分析
環境計量分析／作業環境測定／環境調査
車載型ガス検知サービス 「Surveyor」

図 2　グリーン＆プロダクト・イノベーション事業本部の主要プロダクトとサービス
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